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1. はじめに 

グローバル化の進行に伴い，日本も多言語多文化社会

へと移行し，多言語・異文化理解が求められるようになっ

ている。ヨーロッパ評議会が 2001年に発行した「ヨーロ

ッパ言語共通参照枠（CEFR）」は日本の外国語教育にも影

響を与えており，CEFRの中で強調されている「複言語主

義」「複文化主義」についても多くの研究者によって紹介

され，多言語学習・複言語学習の取り組みも増えつつある。 

筆者らは 2018 年から小学校における複言語学習，「世

界の言葉プロジェクト」を行なっている。当初は小規模校

での実践であったが，2022年からは大規模校での試みが

はじまった。本発表では，これまでの複言語学習の取り組

みと小学校での実践を紹介し，同様のオンライン授業を

大規模校で行った場合の技術的問題，運営上の課題に焦

点を当てて報告する。 

 

2. 複言語学習・これまでの取り組み 

2.1 大学院での実践 

2013年から，大阪大学未来共生イノベーター博士課程

プログラムで，大学院生向けの「多言語演習」 を始めた。

1クラス（15人前後）を 3グループに分け，デジタルデ

バイスを活用しながら 1セメスター15回の授業でインド

ネシア語，トルコ語，ベトナム語 の 3言語をローテーシ

ョンしながら学習した。この取り組みでは，学習する言語

について「読む」「聞く」「書く」「話す」といった4技能

全てを網羅するのではなく，「話す」能力を中心にトレー

ニングしながら，ことばの学び方を学ぶことを目指すプ

ログラムであった（1）。 

 

2.2 医療系大学での実践 

2018年からは，関西の医療系大学で「複言語学習のす

すめ」をはじめた。この授業は１セメスター15回の授業

で韓国語，インドネシア語，ドイツ語の 3 言語を学習し

ながら，ことばの学び方を学ぶことを目指した新しいス

タイルの授業である。この授業は 2.1で述べた大学院での

取り組みをベースに設計されており，学生のスマートフ

ォンを活用しながら学習を進めた。 

この取り組みでは 1クラス 60人を 3グループに分け，

ローテーションしながら 3言語を学習した。2020年から

はコロナ禍のためリアルタイムオンライン授業の形式で

の実践となり，学生はそれぞれ自宅から Zoom に接続し

て受講し，対話練習や成果発表も原則としてオンライン

上で行った（2）。 

 

3. 小学校（小規模校）での実践 

3.1 2018年 小規模校での実践 

医療系大学の取り組みと並行して，岡山県備前市の日

生西小学校 6年生 14人を対象とした複言語学習（「世界

の言葉プロジェクト」）を始めた。 

この取り組みは，大阪大学に在籍する留学生（および卒

業生）にサポートを依頼し，ICT機器を活用しながら複言

語学習の機会を提供する学習プログラムで，初年度は7言

語（ドイツ語，インドネシア語，ペルシア語，中国語，ポ

ルトガル語，韓国語，ロシア語）を学習した。初回の授業

は岩居が小学校の教室で対面で授業を行い，2回目以降は

Zoomを使ってオンラインで実施した。 

この実践にあたっては，iPad LTEモデルを児童 2人に

1 台の割合で用意した。初等教育の現場では教室に WiFi

環境がない，あるいは特定の端末しか接続できないなど

さまざまな制約があり，これまでの授業で活用実績のあ

るアプリやサービスを利用できない可能性があるため，

LTEモデルを採用した。 

各言語 1回の授業で練習した主な表現は 

・あいさつ（おはよう，こんにちは） 

・名前は〜です 

・〜からきました 

・よろしくおねがいします 

・またあした 

・さようなら 

で，時間の余裕がある時は「〜がすき」といった表現や数

字，食文化，日本語に入っている単語なども紹介した。 

 

3.2 2019年度 複数の小学校での実施 

2019年度は日生西小学校（16名）に京都府亀岡市の東

別院小学校（8名）と兵庫県洲本市の加茂小学校（29人）

が加わった。 

2019年度に学習した言語は，日生西小学校は 7言語（ド

イツ語，ヒンディー語，インドネシア語，中国語，ポルト

ガル語，ロシア語，韓国語），東別院小学校は 6言語（ド

イツ語，ブルガリア語，インドネシア語，ポルトガル語，

韓国語，中国語），加茂小学校はドイツ語とインドネシア

語の 2言語であった（3）。 

日生西小学校と東別院小学校には，iPad（LTEモデル）

を貸与して 1 人１台環境を実現したことで，複言語学習

以外にも両クラス児童のオンライン交流が生まれた。そ

して，日生西小学校の修学旅行の際に京都で両校の児童



が対面し，一緒に活動する機会を持つことができ，その後

も卒業まで，教師のコントロールの下で児童同士のオン

ライン交流が続いた（図 1）。 

図1 3地点接続したポルトガル語の授業 

 

3.3 2020年度 （iPad） 

コロナ禍となった2020年度も日生西小学校での実践を

継続した。2020年度は 26人となったが，iPadを人数分確

保できたため一人一台体制で授業を実施できた。2020年

度は従来の学習に加えて韓国語やペルシア語で文字学習

の機会を設け，ロイロノート・スクールで手書きで文字を

練習し，その成果を提出するという流れで効率的にオン

ライン授業を行うことができた（図2）。 

図 2 iPadで文字の練習 

 

3.4 2021年度（GIGA端末） 

日生西小学校では2021年度からGIGA端末が配備され

た。Windows ノート端末のため，iPad のように自由にビ

デオを撮ったり手書きで文字学習をするという取り組み

はできなくなったが，キーボードを活用して調べたいこ

とをすぐに検索することはできるようになった。一方で，

一人で端末に向き合う姿が目立つようになったという印

象がある（図3）。 

図 3 GIGA端末を活用して調べ学習 

 

4. 大規模校での実践と問題点 

4.1 2021年度の試験実施 

2021年度は岡山市立芥子山小学校 6年生全 4クラスの

うち 1 クラスだけを対象にした実験授業をオンラインで

実施した。このときは中央にプロジェクタを置き，Zoom

端末は教室前方廊下側に置かれていた。そのため教員側

の画面では生徒は横を見ている状態になった（図 4）。 

図 4 カメラ位置の関係で生徒は横を向いている 

 

4.2 2022年度 4クラスでの実施 

2022年度は６年生全 4クラスを対象にした実践を行っ

た。児童数は 1クラス 35〜6人で，全体で 140人ほどに

なる。GIGA 端末はChromebookで一人一台環境であった

が，オンライン授業中はWiFiの帯域を圧迫する可能性が

あったため今回は使用しなかった。 

初回は現地に赴き対面で授業を実施したが，以降はす

べてオンラインでの開講とした。4クラスを2グループに

分け，大阪大学側はコーディネーター2人がネイティブス

ピーカと共に同じ時間に並行して授業を実施，児童らは

各教室で受講することにした（表 1）。 

表1  2022年度芥子山小学校での流れ 

 

機材は，教員用の Chromebookを大型モニターに接続，

モニター上部に外付けのWebカメラを置いて，児童らの

顔を正面から見えるようにした。また，ワイヤレスマイク

を端末に 2 本接続し，児童も担任も同時に発言できるよ

うにした。2学期開始前に筆者が現場でこれらの機器の接

続方法や使い方を説明し，大阪大学と接続して映像や音

声が問題ないことを確認した上で本番に臨んだが，実際

にオンライン授業が始まると，以下のようなさまざまな

課題が浮き上がってきた。 

 

4.3 技術面での問題 

⚫ Zoomのスポットライト機能が使えない 

Zoomのスポットライト機能を使うと，講師の映像のみ

を表示し，各クラスの映像を非表示にできるため，必要の

ない情報が画面にでることはない。児童らが発言する場

 1・3組 2・4組 

9月 29日 ドイツ語（体育館で対面授業） 

10月5日 中国語 韓国語 

10月12日 韓国語 中国語 

10月19日 インドネシア語 ロシア語 

10月26日 ロシア語 インドネシア語 

11月9日 ペルシア語 タイ語 

11月16日 タイ語 ペルシア語 



合には，ホスト側でそのクラスにスポットライトをあて

れば講師と児童の映像を横にならべることができる。 

ところが小学校に配備されている Chromebook には制

限がかかっているためアプリをインストールすることが

できない。そのため，今回はWeb版のZoomを使用した

が，Web 版ではスポットライト機能を使用できないこと

を事前テストの段階で確認していなかった。スポットラ

イト機能が使えないため，隣の教室の様子も画面に表示

される，また図 5 のように講師が大阪大学以外の地点か

ら接続している場合は，さらに多くの画面が表示される

状態になった。 

図 5 教室のモニターに映った画面 

 

⚫ 教室の児童らの音声が届かない 

Web 会議システムを使う場合，音声が聞き取りづらい

状況は参加者にストレスを与えるという報告がある（4）。

Chromebook本体のマイクでは，すぐ前に座っている児童

の声しかクリアに聞こえない。会議用集音マイクを使用

しても，30人を超えるような環境ではこの問題は解決で

きない。児童らが発言のたびにChromebookの前に出てく

ることも可能だが，時間の無駄が生じる。そこで，2本同

時接続できるワイヤレスマイクを用意して，児童らが各

自の席で発言できるようにし，マイクの受け渡しがスム

ーズにできるようになると考えていた。 

しかし，Zoomなどにマイクをつないだ場合，マイクで

拾った音は Zoom の相手側に届くだけで，教室内で拡声

されるわけではない。そのため， 

・マイクがオンになっているかどうかわからずに戸惑

う 

・マイクスイッチの切り忘れで雑音が入る 

といったトラブルが起こった。これは，Web 会議システ

ムとマイクの扱いに慣れていない場合には頻繁に起こる

トラブルである。 

今回は横並びの教室で同時に Zoom を接続するため，

隣の教室のスピーカーの音声がハウリングを引き起こす

可能性があることが事前のチェックでわかっていた。そ

のため教室が離れている 1，3組と 2，4組をグループに

してこれを回避したのだが，別のトラブルが発生した。 

用意したワイヤレスマイクが教室後方のドア近くにあ

る場合，隣の教室の音声がクリアにマイクに届いてしま

う。例えば 1組のマイクが隣の 2組の大型モニターから

出力されている音声を拾うと，別の授業の音声が隣の3組

のモニターと大阪大学側からも出力される，ハウリング

を起こすことはないが，非常に耳障りになる。 

 

⚫ Webカメラでは表情が見えない 

少人数クラスの場合は PCや iPadなどの内蔵カメラで

も児童ら一人ひとりの様子をある程度把握できるが，20

人を超えると難しくなる。PC の場合は外付け Web カメ

ラを大型モニターの上に付けることで教室全体の様子は

見えるようになるが，ズームアップやパンができないた

め限界がある。 

また，4.1で紹介したように，Webカメラが教室の大型

モニターやスクリーンとは別の位置にあると，児童らが

横を向いた映像が講師側に届く。教室側から見れば視線

は合っているので，講師側がこのこと理解していれば済

むことだが，ストレスになることは否めない。 

 

⚫ Webカメラと音声の問題を解決するために 

現時点での最良の解決方法は，iPhone の連携カメラを

Zoomで使用することである。これは佐賀県佐賀龍谷中学

校での複言語学習で筆者らが実施した方法であった。連

携カメラは，iPhoneをWebカメラ＋マイクとしてワイヤ

レス接続する方式で，児童生徒の前に持っていくことで

クリアな画像と音声を相手側に届けることができる（図

6）。MacBookと iPhoneが必要なため，汎用性のある解決

方法ではないが，同様の方式が他の機器でも実現できる

ようなれば，状況は大きく好転するものと思われる。 

図 6 連携カメラを持って生徒の前に移動 

 

4.4 運用面の課題 

⚫ 準備時間の問題 

小学校の場合は，機材準備のための十分な時間を確保

することが難しい。1クラスだけであれば，あらかじめ機

材を準備した教室に移動することができるが，今回のよ

うに4クラス同時に実施する場合には，これができない。 

図 7 Zoomを接続してから掃除開始 

 

今回は授業を昼休み直後の 5 校時に設定してもらった

が，直前は給食後の掃除の時間になっており，担任は給食

指導，掃除指導を行いながらの機材準備になる。そのため，

動作確認，接続確認を行う時間が確保できず，トラブルが



起った場合対処ができない。今回も，機材トラブルで 1ク

ラスが接続できない事態になり，急遽別の教室（音楽室）

に移動して授業を受けることがあったが，授業時間が 45

分と短いため，移動時間のロスは非常に大きかった。 

図8  機材トラブルのため 1クラスが教室移動中 

 

⚫ Zoomに参加できない時の対応 

この取り組みでは，オンライン授業が実施できない時

に，自分たちで自習できるようにデジタルテキストを用

意して小学校側に送っている。今回も，ネットワークの不

具合で途中から Zoom に接続できなくなった教室があっ

た。この時はクラス担任が機転を効かせて，接続されてい

た時に学んだ表現をクラスで練習するという対応をとっ

た。この時間に学習する予定だった内容は，後日デジタル

テキストを使って自習してもらった。 

不具合発生時にトラブルシューティングのために時間

を使うか，デジタルテキストを使った自習に切り替える

かは，判断に迷うところである。小学校側に技術サポート

スタッフがいれば，担任はトラブル対応を任せて自習や

復習に専念することができるが，現状ではこのような対

応は難しい。あらかじめトラブル発生時の対応方法を話

し合っておく必要があると痛感した。 

図9  授業用デジタルテキスト 

 

⚫ 授業中の連絡 

オンライン授業中にトラブルが発生した時のために，

相互に連絡を取るためのチャンネルを用意しておく必要

がある。ZoomなどのWeb会議システムを使用している

場合はチャットでのテキストメッセージのやり取りがで

きるが，教室側のPCは大型モニターに接続されているた

め，ここでメッセージを送受信することは難しい。また，

機材やネットワークの不調で Zoom がつながらない場合

もあるので，LINEなど Zoom以外の手段が必要になる。

ただし，クラス担任は児童らの様子を見ているため，メッ

セージには気づきにくい。 

 

5. おわりに 

小規模校での実践とは異なって，大規模校で複数クラ

スを同時に接続した双方向オンライン授業では，事前の

予想を超えたさまざまなトラブルが起こった。また，小規

模校での実践では，複言語学習を発展させ学びを深める

独自のプロジェクトを展開することができたが，2022年

度の実践では，複言語学習をさらに発展させるだけの余

裕はなかった。 

しかしこのような状況の中でも，児童らはいろいろな

ことばを学び，声に出すことを楽しんでいたようだ。復習

を兼ねて撮影してもらったビデオには，学んだ表現を一

生懸命に覚えて声に出す児童らの様子が残されている。

また，卒業文集に複言語学習の経験を書いた児童がいた

ことからも，大規模クラスでの複言語学習も一定の成果

があったことがうかがわれる。 

今回明らかになった問題点のうち，技術的課題は早晩

解決されるものと思われる。運用上のさまざまな課題に

ついては，現場との情報交換を重ねながら最適なオンラ

イン複言語学習の運営方法を構築することを目指したい。 
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